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人物は、国防省の局長をつとめてそのあとにＳＰＤＣ第一書記、さらに首相になり、そして二〇一一年三月に新大統領として政権を譲り受けるまで 間、この国には政治経済改革が必要である いう認識を持ちなが 、 れを一切口外せずにタンシュエに従ってきたとになる。なんとも興味深い。　
彼がなぜ改革志向を抱くように
















































































































































































































































































































































































スーチーに奪われることになりかねない。それもあって、シュエマンはアウンサンスーチーとの協力姿勢を示しつつある。例えば 二〇一三年七月に提出さ た、農民の権利保護という名の下、政府による農産品の買い取り保証を含んだ法案は、二人を中心として議員立法に り議会に提出された（二〇
一
三
年
一
〇
月
に
可
決
）。
全
議
員
の七％弱にしか過ぎないＮＬＤと協力して法案を準備するというのは、そこにシュエマンからの政治的メッセージが含まれてい と推測しないわけにはいかない。一部では二〇一五年の両党の選挙協力と連立内閣の実現が予想されてるが、まだわからない。●政治社会の復活　
二〇一一年にミャンマーの政治
経済に転換点が訪れるとは、ほとん
ど
の
人
が
考
え
な
か
っ
た。
対
し
て、二〇一五年あるいは二〇一六年がこの国の転換点にな ことは誰でもわかる。そしてわかるからこそ、現政権とリーダーたちは不安を感じ、民主化勢力は期待を高め、国内外から に圧力をかける。それが政治家たちの行動に影響を与えている。現体制が続くの
か、ＵＳＤＰとＮＬＤとで連合ができるのか、一気に民主化するのか、はたまた国軍が介入するか。まだ不確定だが、ついに政治らしい政治の時代がミャンマーにも訪れたと実感する。（なかにし
　
よしひろ／京都大学）
テインセインの強みと弱み  
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